
04一大問設C－20

電源開発株式会社

大間原子力発電所

1993年釧路沖地震観測記録の特徴について

　平成16年8月
原子力発電安全審査課



　1993年釧路沖地震観測記録の特徴を整理し，震源特性，伝播特性及び地

盤の振動特性の観点から分析している。

1．観測記録の特徴

　　大間地点において観測された1993年釧路沖地震観測記録の特徴を検討

するために，この地震を含む5地震（1993年釧路沖地震，1993年北海道南西

沖地震，1994年北海道東方沖地震，1994年三陸はるか沖地震，及び2003年

十勝沖地震）について，最大加速度値を他地点の観測値と比較している。

　　さらに，大間地点で得られたこれら5地震の観測記録の応答スペクトルの

特徴について検討している。

1．1検討内容

　　対象とした5地震の諸元を表一1，震央位置を図一1に示す。これらの地震

　について図一2に示す敷地内の地表（T．P＋32．5m）の観測点，強震速報

（1x（2職＠），K－NET及びKiK－netの地表の観測点で得られた最大加速度値と

震源距離との関係を図一3～図一7に示し，敷地内の観測点の記録について

は●印で示している。また，図一3～図一7には，5地震で得られた最大加速

度値と震源距離の関係を把握するための目安として，金井式から予測さ

れる最大加速度値を，TG＝0．1秒，0．4秒，1．6秒として実線で併記している。

同様に図一8～図一！2には，やや深い地震にも適用可能とされている翠川・

大竹（2003）6〉の距離減衰式（以下「翠川・大竹式」という。〉から予測される

最大加速度の平均値を実線で，平均値±σを破線で併記している。なお，
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翠川・大竹式では震源距離は断層面最短距離とされているが，ここでは気

象庁震源からの震源距離を用い，同式の適用範囲と考えられる300㎞以

内までについて示している。

　また，大間地点で得られた5地震の観測記録の解放基盤相当位置

（T．P．一207．5m）での応答スペクトルを図一13に示す。

L2検討結果

　　検討結果は，以下のとおりであるとしている。

　（1）大間地点の最大加速度値は，1993年釧路沖地震と1994年北海道東方

　　沖地震では金井式のTG＝0．1秒の線より上に位置しており，震源距離が

　　遠い割には大きな値になっている。

　　　一方，1993年北海道南西沖地震，1994年三陸はるか沖地震及び2003

　　年十勝沖地震では，金井式のTG＝0．1秒の線の下に位置している。

　（2）大間地点において，震源距離が遠い割に最大加速度値が大きい1993

　　年釧路沖地震と1994年北海道東方沖地震では，大間地点の最大加速度

　　値は他地点の上限に位置している。

　（3）翠川・大竹式は概して観測記録の最大加速度の距離減衰特性と対応し

　ているが，特に1993年釧路沖地震，1993年北海道南西沖地震及び2003年

　十勝沖地震では対応がよい。

　　　大間地点における1993年釧路沖地震及び1994年北海道東方沖地震の

　最大加速度は翠川・大竹式よりも大きくなっている。

　（4）応答スペクトルをみると，三陸はるか沖地震のEW成分を除いて周期
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0．8秒付近にスペクトルのピークが認められ，このうち1993年釧路沖地震の

NS成分が最も大きくなっている。

　また，1993年釧路沖地震は，周期1秒付近よりも短周期側では他の4地

震よりも大きくなっているが，長周期側ではそのようにはなっていない。
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表一1検討対象地震の諸元

地震名
震央位置

M 深さ（㎞）
震源距離
　（㎞）

北緯 東経

1993年釦路沖地震 42055．0『 144。21．4『 7．5 101 340

1993年北海道南西沖地震 42046．8夢 139。11．0『 7．8 35 204

1994年北海道東方沖地震 43。22．3『 147。40．7’ 8．2 28 595

1994年三陸はるか沖地震 40025．69 143044．9『 7．6 0 267

2003年十勝沖地震 41Q46．5『 144。4．9’ 8．0 45 270

諸元は気象庁による
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2．観測記録の特徴の分析

　　「1．観測記録の特徴」における検討により，1993年釧路沖地震の観

測記録の特徴として，震源距離が遠い割には最大加速度を含む短周期

成分が大きかったこと，及び解放基盤相当位置の応答スペクトルの周期

0．8秒付近にピークが認められることが挙げられ，これらの特徴について，

以降に示すとおり，震源特性，伝播特性，地盤の振動特性の観点から

検討している。また，東通地点の観測記録に対するケーススタディを行っ

　ている。
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2．1震源特性について

　　1993年釧路沖地震は，震源深さが101km（6）であることから，やや深発

地震（スラブ内地震）と言われており，震源メカニズムについては，Suzuki

　et　al．（1996）（7）が余震分布に基づき，沈み込むプレート内の二重深発地

震面の下面で発生し，断層面が水平であるDE（down　dip　extension）型

の地震であると述べている（図一14）。

　　武村（1993）（8）は，1993年釧路沖地震の北海道各地で観測された最大

加速度値と金井式による推定値とを比較し，1993年釧路沖地震は東北

　日本の太平洋側で発生したM7．5クラス以上の地震に比べて，短周期地

震波が約2倍程度強く励起したことを指摘している。

　　更に，加藤・他（1999）（9）は，武村（1993）の指摘が1993年釧路沖地震

　に限らず，やや深発地震特有の現象か否かを確かめるため，1993年釧

路沖地震を含む関東以北で発生した深さ50km以深のやや深発地震を

対象として，武村（1993）と同様の検討を行っている。その結果，浅発地

震と比べて，加速度振幅が平均的にL6倍ほど大きく短周期地震波が

強く励起されるのは，やや深発地震特有の現象であることを示している。

また，震源における短周期の励起を支配するパラメータとして応力降下

量を挙げている。

　Takeo　et＆i．（1993）（lo）は，1993年釧路沖地震の強震記録を解析し，応

力降下量が42MPaとなることを示している。なお，地震の平均的な応力

降下量は5MPa（11）としている。
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　Mahdavian　et　al．（1996）（重2）は，1993年釧路沖地震の強震記録から，震

源スペクトルが約0．1Hzと約1Hzの2つのコーナー周波数を有しているこ

と（図45），約0．1Hzのコーナー周波数は断層全体の破壊に関係してい

るのに対して約1Hzのコーナー周波数は断層面の不均一性に関係して

いること，断層面の不均一性により短周期成分を強く発生したと考えられ

ることを指摘している。

　以上の文献整理より，1993年釧路沖地震の大間地点における観測記

録の周期1秒付近より短周期側の成分が震源距離の割に大きかった理由

として，短周期成分を強く発生した震源特性の影響を要因の一っとして考

えることができるとしている。
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2．2伝播特性について

　（王）北海道・東北地方周辺の太平洋側に震源を有する地震の震度分布

　　宇佐美・他（1992）（13）によれば，北海道・東北地方周辺の太平洋側

　　に震源のある地震の震度分布は太平洋沿岸で南北に伸びる傾向が

　　あり，この傾向は地下深部の減衰構造の影響が大きいとされてい為こ

　　れについては武村（1987）（14）が，図一16に示す沈み込む太平洋プレート

　　のHigh－Qゾーンと，火山フロント西側の上部マントルにおける

　Low－Qゾーンの影響を受けていると述べている。

　　図一17に1993年釧路沖地震の震度分布を示すが，文献で言う太平

　洋沿岸で南北に伸びる傾向が確認できる。

（2）伝播経路の影響

　高井・他（1998）（15），同（1999）（16）は，2次元のレイトレーシングを用い

て求めた地震波伝播経路に対し，プレートの沈み込みに伴うプレート

内（High－Qゾーン）及びプレートより上部（Low－Qゾーン）の通過距

離を考慮した（1）式のような震度予測式を提案している。図一18に示す

ように，震源と観測点を結ぶ伝播経路を，プレート内を通過する距離

L1と，プレートより上部を通過する距離L2に分けて求め，複数の観測

点の震度データから（1）式の回帰係数a，b，cを評価することにより予

測震度1を算定している。
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1＝・a・L1十b・L2十c （1）

梅田・他（1999）（三7）によれば，プレート内地震（スラブ内地震）である

1993年釧路沖地震，1994年北海道東方沖地震について，震央と大

間地点を含む鉛直断面に関して，地震波伝播経路を考慮した（1）式

による予測震度が求められている。求められた予測震度を断面線上の

各観測点におけるアンケート調査による観測震度及び従来用いられ

てきた震源距離（Xr）のみで表される（2）式の回帰式による予測震度と

比較して図一19に示している。

1＝A十B・Xr （2）

千島・カムチャッカ海溝から沈み込む太平洋プレート内で発生した

1993年釧路沖地震及び1994年北海道東方沖地震では，下北半島方

向は地震波減衰が効きづらい方向であり，このプレートの影響は震央

距離が大きいほど大きくなるとされている。

図一19（1〉に示すように1993年釧路沖地震相当の地震においては，

（2）式による予測震度に比べ，下北半島方向では震度差で＋L5程度

高震度になるとされている。
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（3）スラブ内地震の地震波伝播特性の検討

　最近の知見として，翠川・大竹（2003）（5）では，やや深いスラブ内地震に

も適用可能な距離減衰式（以下「翠川・大竹式」という。）を提案してい

　る。

　ここでは，大間地点及び他機関の地震観測点における最大加速度と

震源距離の関係にっいて，翠川・大竹式，及び先述の高井・他（1999）

による太平洋プレート内（High－Qゾーン）の伝播距離との関連から，ス

ラブ内地震の伝播特性について検討している。

　なお，翠川・大竹式は，震源距離には断層面最短距離を用いているが，

ここでは震源距離は，気象庁震源から観測点までの距離を用いている。

また，翠川・大竹式の適用範囲は震源距離が300km以内と考えられる

が，震源距離が300kmを超える観測値と比較する場合は翠川・大竹式

を外挿している。

（a〉北海道・東北地方に発生するスラブ内地震

　検討対象地震としては，大間地点で観測された最近のスラブ内地震

も含めて表一2に示す地震を選定している。これらの地震の震央分布を

　図一20に示す。なお，検討に用いる観測記録は，強震速報（1）・（王8〉・（19〉に

よる最大加速度及びK－NET，KiK－netにより観測された加速度記録

　としている。

　表一2に示す検討対象地震について，各観測点において観測された
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最大加速度と震源距離の関係を翠川・大竹式と比較して図一21に示す。

同図によると，2003年2月19日の留萌支庁南部の地震を除いて震源

距離が300km程度以内では，各観測点における最大加速度は翠川・

大竹式と概ね同様の距離減衰特性を示している。一方，震源距離が

300km程度より遠い観測点では，最大加速度が翠川・大竹式の外挿

値よりも大きくなる傾向が認められる。なお，2003年2．月19目の留萌支

庁南部の地震と2000年12月22日の択捉島付近の地震は，震源距離

が300km以下の観測記録が少ないので，以降の検討対象地震から

除外している。

上記の傾向に関して，太平洋プレートの沈み込み形状を考慮した震

源から観測点までの伝播経路の影響をみるために，以下に示す式に

より算定した震源から各観測点に至る地震波伝播経路に占める太平

洋プレート内（High－Qゾーン）の伝播経路の割合（k）を算定している。

最大加速度と震源距離の関係にっいて，観測記録を各観測点のkの

値により色分けして図一22に示す。

k篇L1／（L1十L2〉

　L1：太平洋プレート内（High－Qゾーン）の伝播距離

　L2：太平洋プレートより上部（Low－Qゾーン）の伝播距離

図一22によると，震源距離が300km程度以下の場合は，kの値は0．4
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程度以下になっており，震源距離が300km程度以上になるとkの値が

O．4程度より大きくなる傾向が認められ，さらに，震源距離が同程度で

あっても，kの値が大きくなると最大加速度が大きくなる傾向にあるとし

ている。また，北海道側の地震では，東北地方の太平洋側でkの値が

大きく，逆に東北側の地震では，北海道の太平洋側でkの値が大きく

なる傾向が認められるとしている。すなわち，kの値は図一20に示す太

平洋プレートの沈み込み形状と関連しており，震源距離が大きくなっ

ても，太平洋プレート内のHigh－Qゾーンを伝播する距離の割合（k〉

が大きい場合は，見かけの減衰が小さくなるという伝播特性により，震

源距離が遠いにもかかわらず，最大加速度が小さくならないと考えら

れるとしている。

（b）大間地点で観測されたスラブ内地震

　大間地点で観測されたスラブ内地震の地震波伝播特性の検討にあ

たって，最近の地震ではないが，大間地点で観測されたその他のスラ

ブ内地震を検討対象地震に加えて，敷地における観測記録と翠川・

　大竹式の最大加速度比について震源距離との関係を整理している。

検討に用いている地震を表一3に，震央分布を図一23に，検討結果を

　図一24に示す。

　図一24によると，北海道側の地震は震源距離が200km程度の地震

　は翠川・大竹式のばらつきの範囲内にあるが，震源距離が300km程
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度以上の地震は，翠川・大竹式のばらつきの範囲よりも大きくなってお

り，（a）の検討結果と同様の傾向となっている。一方，東北側の地震で

は震源距離が300km程度であれば，翠川・大竹式のばらつきの範囲

内であるとしている。さらに，1993年釧路沖地震と2003年宮城県沖の

地震についてみると，両地震の震源距離はそれぞれ340km，313kmと

ほぼ同程度であるが，北海道側に震源をもつ1993年釧路沖地震は，

2003年宮城県沖の地震に比べてかなり大きくなっているとしている。

ここで，両地震についてkの値をみると，2003年宮城県沖の地震が

k＝0．38であるのに対して，1993年釧路沖地震はk＝0．59と大きくなっ

ており，1993年釧路沖地震では太平洋プレート内のHigh－Qゾーンを

伝播する距離が長いとしている。

これらのことから，1993年釧路沖地震では太平洋プレート内の

High－Qゾーンを伝播する距離の割合が大きいという伝播経路の影

響で見かけの減衰が小さくなり，そのため，震源距離が遠いにもかか

わらず，敷地での観測記録が大きかったと考えられるとしている。
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　以上のことから，1993年釧路沖地震の大間地点における観測記録の短

周期成分が震源距離が遠い割に大きかった理由として，震源から大間地

点までの伝播経路の影響も要因の一つとして考えることができる。
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表一2検討対象地震

Nα 発震年月日 地震名 崎 Mw＊
震源深さ
　（km）

震源距離
　（km）

大間サイト以外の観測データ

① 1987／1／9 岩手県北部の地震 6．6 6．6 72 213 強震速報（地表）

② 1987／肇／14 日高山脈北部の地震 6．6 6．8 “9 234 〃

③ 1993／1／15 釧路沖地震 7．5 7．6 肇0壌 340 〃

④ 2000／12／22 択捉島付近の地震 6．1 6．1 14｛ 639 KiK－net（地表）＋K－NET（地表）

⑤ 200匪／4／27 根室半島南東沖の地震 5．9 6．0 80 450 〃

⑥ 2001／12／2 岩手県内陸南部の地震 6．4 6．4 122 266 〃

⑦ 2003／2／19 留萌支庁南部の地震 5．9 5．9 222 373 〃

⑧ 2003／5／26 宮城県沖の地震 7．1 7．0 72 3重3 〃

＊）Mwはハーバード大学による

ψ

　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
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　　　　　600km
　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　．⑦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　200㎞
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図一22（2）プレート内を伝播する距離の割合（k）と最大加速度及び観測点との関係
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表一3大間地点において観測されたスラブ内地震

発震年月目 Mj Mw＊
震源深さ
　（km）

震源距離
　（km）

備　　考

1984／6／22 5．3 5．2 103 206

1987／1／9 6．6 6．6 72 213 表一1①岩手県北部の地震

1987／1／14 6．6 6．8 119 234 表一1②日高山脈北部の地震

1988／10／10 5．8 5．7 71 330

1990／4／11 5．5 5．5 69 298

1991／6／13 5．8 5．7 120 276

1993／1／15 7．5 7．6 101 340 表一1③釧路沖地震

1993／5／6 5．4 5．4 106 294

2001／4／27 5．9 6．0 80 450 表一1⑤根室半島南東淳の地震

2001／12／2 6．4 6．4 122 266 表一1⑥岩手県内陸南部の地震

2003／5／26 7．1 7．0 72 313 表一1⑧宮城県沖の地震

＊）Mwはハーバード大学による
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2．3地盤の振動特性について

（1）観測記録による地盤の振動モードの検討

　　r1．観測記録の特徴」に示したように，5地震の応答スペクトルにみ

　られる周期0．8秒付近のピークに対する地盤の影響を検討するために，

　この周期付近の振動モードを調べている。

　　検討に際しては，5地震の各観測深さにおける加速度波形に対して，

　バンドパスフィルターにより周期O．7～1．2秒の周期帯域の波形を取り出

　し，この帯域波形から深さ方向の加速度分布を時々刻々プロットして，

　振動モードを求めている。

（2）検討結果

　（a）1993年釧路沖地震

　　1993年釧路沖地震のT．P．一207．5mにおける観測波形と帯域波形を

　図一25に示す。図中には振動モードをプロットする際に対象とした時問

　区間も示す。振動モードは，各観測深さにおける帯域波形の加速度

　値を1／20秒ごとにプロットし，1秒間隔で図化して図一26に示す。

　　図一26によると，NS成分ではT．P．一77．5m付近を節，T．P．一207．5m

　付近を腹とした振動モードとなっている。またEW成分においては

　T．P．一47．5m付近を節，T．P．一117．5m付近を腹とする振動モードを示

　している。
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（b）1993年北海道南西沖地震

　1993年北海道南西沖地震のT．P．一207．5mにおける観測波形と帯域

波形を図一27に示し，振動モードを図一28に示す。

　図一28によると，NS成分については，T．P．一77．5m付近を節，

T．P．一207．5m付近を腹とする振動モードである。EW成分については，

T．P．一77．5m～T．P．一117．5m付近を節，T．P．一207．5m付近を腹とする

振動モードとなっている。

（c）1994年北海道東方沖地震

　1994年北海道東方沖地震のT．P．一207．5mにおける観測波形と帯

域波形を図一29に示し，振動モードを図一30に示す。

　図一30によるとNS成分については，時間区間によっては振動モード

が必ずしも明瞭ではないが，NS成分及びEW成分共にT．P．一77．5m

付近を節，T．P．一207．5m付近を腹とする振動モードとなっている。

（d）1994年三陸はるか沖地震

　1994年三陸はるか沖地震のT．P．一207．5mにおける観測波形と帯域

波形を図一31に示し，振動モードを図一32に示す。

　図一32によると，前述した3地震と比べて振動モードは明瞭でなく，ま

た時間とともに節や腹の位置が変化しているが，NS成分及びEW成

分共に3地震と同様に節が1個所見られる振動モードとなっている。
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（e）2003年十勝沖地震

　2003年十勝沖地震のT．P．一207．5mにおける観測波形と帯域波形を

図一33に示し，振動モードを図一34に示す。

　図一34によると，振動モードは明瞭でなく，また時間とともに節や腹

の位置が変化しているが，NS成分及びEW成分共に概ね節が1個所

見られる振動モードとなっている。

　以上により，5地震で多少差はあるものの，T．P．一207．5mを腹とする振

動モードが見られる。また，図一35に示す申請者が実施した微動アレイ

観測に基づいて得られた深さ1，000mまでのせん断波速度構造を用いて，

G．L．一600m付近を節とする振動モードを考慮し，G．L．一100mと

G．L．一600mの2点間のせん断波速度（Vs）を約1，000m／sとすると，この

2点を節とする振動モードの周期（T）は4分の1波長則では，約1秒とな

ると考えられる。

▼G．L．±Om

▼G．L．一100m

▼G．L．一600m

H

H

丁二4H／Vs

ここに，　2H＝500m

　　　　Vs＝1，000m／s
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　これらのことから，1993年釧路沖地震観測記録で見られたO．8秒付近の

ピークの原因は，地盤による要因も一つとして考えることができるとしてい

る。
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2．4大問地点の観測記録を東通地点の地盤モデルヘ入力した場合の検討

大間地点で観測された1993年釧路沖地震観測記録を東通地点の地盤

モデルヘ入力した場合について，ケーススタディを行っている。

（1）検討方法

　検討方法としては，まず大問地点の解放基盤相当位置である

T．P．一207．5mにおける1993年釧路沖地震観測記録を用いて，表一4

に示す大間地点の地盤モデルのT．P．一573．1mにおける上昇波を1次

元波動論により求めている。次に，求めた上昇波を表一5に示す東通

地点の地盤モデルのT．P．一2000．Omへ入力して，1次元波動論により

求めた東通地点の解放基盤相当位置であるT．P．＋2．Omの地中波と東

通地点のT．P．＋2．Omで得られた観測記録と比較している。

（2）検討結果

　表一6に大問地点のT．P．一207．5mと東通地点のT。P．÷2．Omにおける

最大加速度及び解析で求めた最大加速度を比較して示す。また，図

一36に大間地点のT．P．一207．5mと東通地点のT．P．＋2．Omの観測記録

の応答スペクトルを比較して示す。表一6及び図一36によると，大問地

点では，東通地点よりも大きな観測記録が得られている。

　図一37に東通地点のT．P．＋2．Omにおける観測記録と解析で得られた

応答スペクトルを比較して示す。

　表一6及び図一36～図一37によると，解放基盤相当位置における大間

地点の観測記録と比較して，大間地点の観測記録を用いて求めた東

通地点のT．P．＋2．Omの最大加速度及び応答スペクトルは，東通地点
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の観測記録に近い結果を与えるとしている。

以上より，大間地点の観測記録が東通地点の観測記録より大きい理由

として，地盤による要因も一つとして考えることができるとしている。
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表一4大間地点地盤モデル

深さ

（T．P．m）

＋32．5

＋22．5

＋7．5

－67．5

－137．5

－207．5

－258．1

－573．1

層厚

（m）

単位体積重量

　（9／cm3）

せん断波速度

　（m／s）

減衰定数h（D＝h。×戸

ho α

10 確．59 220

0，115 0．68

15 1．90 700

75 2．06 1000

70 1．5匪 510

　　　70

▼解放基盤相当位置

1．52 690

50．6 1．61 850 0，009 0．00

　　　315

▼上昇波算出位置

2．60 1450 0，005 0．00

一 2．60 3100 0，002 0．00

・層厚，単位体積重量，せん断波速度については，T．P．一258．1m以浅はボーリングデータ，

同定解析に基づき，T．P．一258．1m以深は微動アレイ観測等に基づく

・減衰定数についてはT．P．一207．5m以浅は同定解析，T．P．一207．5m以深はho＝15／2Vsに基づく
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表一5　東通地点地盤モデル（東通2次審査資料に基づく）

深さ
（T．P．m）

　　手12．O

　　幸10．O

　　　＋8．0

　　　幸2し℃，

　　　一62．O

　　　－82。8

　　－106．O．

　　一166．0

　　一190．0

　　－252．O

　　－282．8

　　－700．0

　。140G．O

－2000．0

層厚
（㎝）

位俸積量量
（9／㎝3）

S波速度
（m／s）

浅衰定数h（f）・hoxf●‘

ho α

2．OO 1．go 170．OO 0．07000 0．00

2．00 1．90 1了0．OO O．07000 O．00

6．OO 2．24 1630．00 0．40000 O．50

64』00’ 2．24 1530．OO o．40000 O．50

20．80 2．72 1950．OO α40000． 0．50

23．20 2．72 1950．00 0．40GOO O．50

60．OG 2．39 2000．OO 0．40000 1．00

24．00 2．00 2000．OO 0．40000 1．oo

62．00 2．14 2000．00 O．40000 1．00

30．80 2．33 2090．OO 0．40000 1．oo

41了．20 2．30 1900．00 O．00390 0．OO

了00．OO 2．40 2200．00 Q．OO340 o．oo

6QO．GO 2．5G 2700．00 O．00280 0．OQ

一 2．6G 2900．OO O．OO260 O．GO

▼解放基盤相当位置

▼上昇波入力位置

注・単位体積重量にっい七は一282．8ロ以浅はボーリングデータ，。282．8皿以深は「p波速度と密度の関係」（「物弩探査1物理

　　深査学会）による。

　　S波速度については1－282．融以浅はPS検層結果に基づき地震鏡測記操から求められる伝達関数に適合するように設
　　、定し，一282、8皿以漆…は反磐法深査結果による。・

　・減衰定数については一282。8ロ以浅はQ値：測定結果に基づき地震観測記録から求められる伝達関数に適合ずるように設

　　定し，一282．8ロ以深はQ＝V，A5，ho＝L／2Qによる。
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表一6最大加速度の比較（解放基盤相当位置）

大間地点観測記録
（T．P．一207．5m）

大問地点観測記録に

よる東通地点解析結果
　　（T．P．＋2．O　m）

東通観測記録＊
（T．P．＋2．O　m）

NS方向 95．3cm／s2 65．6cm／s2 48．O　cm／s2

EW方向 79．6cm／s2 43．1cm／s2 54．8cm／s2

＊：東通2次審査資料に基づく
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　　　　東通地点の解析結果（大問地点の観測記録を入力TR＋2．Om〉

一一一一一一東通地点の観測記録（TP．＋2．Om）（東通2次審査資料に基づく）
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　　　　東通地点の解析結果（大間地点の観測記録を入力TR＋2．Om）
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図一37（2）　東通地点の観測記録と解析結果の比較（EW成分）
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3．まとめ

　　「1．」，「2．」により，大間地点における1993年釧路沖地震観測記録

　が，震源距離が遠い割に加速度が大きく，応答スペクトルの周期0．8秒

　のピークが認められることについて，その原因は震源特性，伝播特性及

び地盤の振動特性の各々が関係していると考えられるとしている。
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